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藤

本

孝

一

繭
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
阿
仏
が
二
条
雲
高
と
細
川
庄
地
頭
職
を
争
う
訴
訟
の
た
め
、
鎌
倉
幕
府
へ

赴
い
た
折
り
の
作
品
と
云
わ
れ
る
十
六
知
日
池
中
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）

十
月
二
十
六
日
の
最
後
の
文
の
、

　
　
こ
よ
い
は
波
の
う
へ
と
い
ふ
所
に
や
ど
り
て
、
あ
れ
た
る
を
と
さ
ら
に

　
　
め
も
あ
わ
ず
。

と
す
る
流
布
本
か
ら
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
暴
行
さ
れ
た
『
十
六
夜

　
　
　
　
①

日
記
残
月
抄
』
以
来
、
「
波
の
上
」
を
宿
泊
地
と
し
、
興
津
か
ら
窟
土
川
ま

で
の
地
名
が
考
察
さ
れ
て
き
た
が
、
今
だ
に
場
所
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
「
波
の
上
」
を
地
名
と
す
る
の
は
、
下
の
「
と
い
ふ
所
に
」
に
導
か
れ
て

解
釈
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
古
写
本
の
形
態
を
持
つ
九
条
家
本
は
、
違
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
本
文
で
あ
る
。
九
条
家
本
の
該
当
箇
所
二
四
丁
裏
の
　
・
二
行
穏
を
影
印

す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ロ
ロ

　
　
・
・
亥
ひ
・
磯
9
払
き
項
・
採
雫
も
蓼

　
　
，
逡
ヤ
．
、
亙
7
め
乙
漆
サ
藷
あ

と
あ
る
。
し
か
も
、
書
写
当
初
か
ら
判
読
で
き
ず
「
本
マ
・
」
と
脇
注
し
て
、

親
本
の
字
形
を
写
す
の
み
で
あ
る
。
こ
の
試
論
は
、

　
　
こ
よ
ひ
ハ
波
の
う
へ
と
、
濱
潟
の
や
と
り
て
あ
れ
た
る
を
と
、
下
国
に

　
　
め
も
あ
は
す
。

と
、
翻
刻
す
る
論
で
あ
る
。
　
「
濱
潟
」
と
解
読
で
き
た
こ
と
で
、
阿
仏
富
筆

記
は
「
は
ま
か
た
」
（
浜
方
の
意
）
と
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
六
夜
日
記
は

『
東
関
紀
行
』
を
下
敷
き
に
し
、
阿
仏
が
幕
府
方
へ
導
出
し
た
訴
訟
文
書
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
と
す
る
論
の
序
章
で
あ
る
。

　
①
　
三
珊
目
奥
書
に
「
残
月
抄
一
二
之
巻
松
屋
高
大
人
寒
冒
繹
／
同
三
砧
巻
北
條

　
　
時
郷
子
之
績
筆
軸
」
と
あ
る
。
二
号
目
十
五
丁
裏
で
「
波
乃
う
へ
と
い
ふ
所
、

　
　
未
詳
、
駿
河
ノ
国
を
考
に
、
三
原
郡
の
・
田
比
、
神
沢
、
採
沢
、
中
村
、
小
金
、

　
　
向
田
、
蒲
原
、
中
ノ
郷
、
岩
渕
、
と
つ
づ
き
て
、
東
へ
窩
士
川
を
わ
た
れ
ば
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富
士
郡
也
、
朝
の
ほ
ど
に
富
士
河
を
わ
た
れ
る
よ
し
な
れ
ば
、
此
近
所
な
る
べ

　
し
、
」
と
す
る
。
現
在
も
、
「
波
の
上
」
の
泊
ま
り
を
當
士
川
の
周
辺
に
指
定
す

　
る
諸
説
が
多
い
。

②
天
理
図
書
館
蔵
。
架
号
・
九
一
四
、
四
四
ー
イ
三
。
平
成
四
年
八
月
十
三
日

　
附
翻
…
翔
第
六
四
二
号
許
可
書
。
岩
佐
美
代
子
氏
は
、
九
条
家
本
の
目
う
つ
り
が

　
は
げ
し
い
た
め
、
同
系
統
の
松
平
本
か
ら
該
当
箇
所
の
影
印
を
「
九
条
家
本
十

　
六
夜
日
記
（
阿
仏
）
に
つ
い
て
」
（
『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
二
九
号
第
…
部
　
国

　
語
・
国
文
篇
、
平
成
四
年
三
月
刊
）
ご
五
頁
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
。
筆
者
は
、

　
天
理
図
書
館
よ
り
、
配
布
を
受
け
た
光
沢
紙
を
複
写
機
に
か
け
て
薄
く
コ
ピ
ー

　
を
し
た
と
こ
ろ
、
表
面
の
文
字
だ
け
が
残
り
、
裏
う
つ
り
の
文
字
が
顕
立
た
な

　
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
費
用
は
か
か
る
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
画
像
処
理
で
、

　
袋
面
の
字
の
み
を
鮮
明
に
印
刷
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

二
　
九
条
家
本
「
十
月
二
十
六
日
」
条
「
波
の
上
」

　
の
検
討

　
九
条
家
本
を
最
初
に
紹
介
研
究
し
た
玉
井
幸
助
氏
は
、
そ
の
書
誌
で
旅
日

記
の
『
道
の
記
』
、
『
中
院
大
納
言
（
為
家
）
置
文
和
歌
』
、
鎌
倉
滞
在
記
の

『
東
日
記
』
、
『
安
嘉
門
院
四
条
仮
名
誠
諦
』
が
綴
葉
装
全
六
〇
丁
・
三
括
へ

各
章
独
立
し
て
書
か
れ
て
い
る
形
態
こ
そ
、
十
六
夜
巡
記
の
原
形
を
示
す
も

　
　
　
　
　
　
①

の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
流
布
本
は
、
『
置
文
和
歌
』
『
仮
名
誠
諦
』
を
除
き

『
道
の
記
』
と
『
東
艮
記
』
を
一
つ
づ
き
の
本
文
と
し
、
『
長
歌
』
を
附
す
。

　
問
題
と
す
る
「
波
の
上
」
を
含
む
二
十
穴
β
条
の
全
文
は
、
五
部
の
内
容

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
九
条
本
を
行
間
通
り
に
翻
奇
し
、
冒
頭
に
番
号
を

附
し
て
論
じ
る
。

　
1
二
十
六
日
、
わ
ら
し
な
川
と
か
や
わ
た
り
て
、
お

　
　
き
つ
の
は
ま
に
う
ち
い
つ
。
な
く
く
い
て
し

　
　
あ
と
の
月
影
な
と
、
ま
つ
思
ひ
い
て
ら
る
。
ひ

　
　
る
た
ち
入
た
る
所
に
、
あ
や
し
き
つ
け

　
　
の
を
ま
く
ら
あ
り
、
い
と
く
る
し
け
れ
ハ
う
」
（
ニ
ニ
丁
蓑
）

　
　
ち
ふ
し
た
る
に
、
す
罷
り
も
み
ゆ
れ
は
、

　
　
枕
の
さ
う
し
に
、
ふ
し
な
か
ら
か
き
つ
け
つ
。

　
　
　
　
な
を
さ
り
に
見
る
夢
は
か
り
か
り
枕

　
　
　
　
む
す
ひ
お
き
っ
と
人
に
か
た
る
な

　
H
く
れ
か
Σ
る
ほ
と
、
清
見
か
関
を
す
く
。
岩
こ

　
　
す
浪
の
し
ろ
き
玉
ぬ
を
う
ち
き
す
る
や
う

　
　
に
見
ゆ
る
も
お
か
し
。

　
　
　
　
溝
見
か
た
年
ふ
る
岩
に
事
と
ハ
ん
」
（
二
二
丁
裏
）

　
　
　
　
な
み
の
ぬ
れ
き
ぬ
い
く
か
さ
ね
き
つ

　
歴
ほ
と
な
く
居
て
、
そ
の
わ
た
り
の
海
ち
か
き

　
　
里
に
と
」
ま
り
ぬ
。
う
ら
人
の
し
わ
さ
に
や
、
と
な

　
　
り
よ
り
く
ゆ
り
か
Σ
り
煙
の
い
と
む
つ
か
し
き

　
　
に
ほ
ひ
な
れ
は
、
よ
る
の
宿
な
ま
く
さ
し

　
　
と
い
ひ
け
る
人
の
こ
と
は
も
お
も
ひ
嵐
ら
る
。
夜
も
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す
か
ら
風
い
と
あ
れ
て
、
な
ミ
た
Σ
枕
に

　
た
ち
さ
ハ
〈
。
」
（
二
三
丁
表
〉

　
　
　
な
ら
ハ
す
よ
～
そ
に
き
玉
こ
し
き
よ
ミ
か
た

　
　
　
あ
ら
い
そ
な
み
の
か
Σ
る
ね
さ
め
は

W
ふ
し
の
山
を
み
れ
ハ
け
ふ
り
た
」
す
。
む
か
し
、

　
ち
」
の
朝
臣
に
さ
そ
ハ
れ
て
、
い
か
に
な
る
見

　
の
浦
な
れ
ハ
な
と
よ
回
し
比
、
と
を
つ
あ
ふ
ミ

・
の
国
ま
て
倉
見
し
か
は
、
ふ
し
の
煙
の
す
ゑ
も
、

　
あ
さ
ゆ
ふ
、
た
七
か
に
見
え
し
も
の
を
、
い
つ
の

　
と
し
よ
り
か
、
た
え
し
と
Σ
へ
は
、
さ
た
か
に
ご
た
ふ
る
」
（
二
三
丁
裏
）

　
人
た
に
な
し
。

　
　
　
た
か
方
に
な
ひ
き
は
て
」
か
ふ
し
の
ね
の

　
　
　
け
ふ
り
の
す
ゑ
の
見
え
す
な
る
ら
む

　
古
今
の
序
の
こ
と
葉
と
て
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、

　
　
　
い
つ
の
世
の
ふ
も
と
の
ち
軌
か
ふ
し
の
ね
の

　
　
　
雲
さ
へ
た
か
き
山
と
な
し
け
む

　
　
　
朽
は
て
し
な
か
ら
の
橋
を
つ
く
ら
は
や

　
　
　
ふ
し
の
煙
も
た
玉
す
な
り
な
は
」
（
二
四
丁
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
マ
・

V
こ
よ
ひ
ハ
波
の
う
へ
と
、
濱
潟
の
や
と
り
て
あ
れ

　
た
る
を
と
、
左
右
に
め
も
あ
は
す
。

最
初
に
V
「
こ
よ
い
ハ
波
の
う
へ
」
の
検
討
に
込
る
。

A
、
地
名
で
は
な
い
。

、

震士ノil

興津ノll

も

駿

潟

〉三保

河

安
借
〃

湾

　　　　o
清見関跡

藁
科
〃

手懲鮒

興津周辺略図
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そ
の
日
の
泊
ま
り
は
「
そ
の
わ
た
り
の
海
ち
か
き
里
」
と
あ
る
。
先
達
の

考
証
の
通
り
、
「
波
の
上
」
と
泊
ま
り
の
場
所
を
二
度
記
す
の
は
不
審
。
「
波

の
上
」
の
地
名
も
不
詳
で
あ
る
。
「
い
ふ
所
に
偏
の
言
葉
か
ら
上
の
「
波
の
上
」

が
場
所
名
と
な
る
が
、
違
っ
た
読
み
が
で
き
れ
ば
、
地
名
で
な
く
な
る
。

　
玉
井
氏
も
、
九
条
家
本
を
底
本
に
用
い
た
岩
波
文
庫
本
で
流
布
本
か
ら

「
い
ふ
所
に
」
と
す
る
が
う
「
原
本
□
口
の
ト
ア
リ
。
ロ
ノ
部
分
読
ミ
得
ザ

　
　
　
　
　
　
②

ル
漢
字
ニ
ツ
ナ
リ
」
と
注
記
し
、
『
十
六
夜
野
曝
酪
農
』
で
は
「
『
漂
白
』
の

　
　
　
　
　
　
③

如
き
文
字
と
み
て
」
と
さ
れ
た
。
岩
佐
美
代
子
氏
は
「
波
の
う
へ
、
と
真
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
、
④

八
苫
屋
）
．
の
や
ど
り
に
て
」
と
す
る
。
～
方
、
地
名
と
し
な
い
で
流
布
本
そ

の
ま
ま
に
「
ね
む
り
難
か
っ
た
一
夜
の
思
い
を
し
め
く
く
っ
て
、
今
晩
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ま
る
で
波
の
上
と
で
も
い
う
べ
き
所
に
宿
っ
た
も
の
で
し
た
か
ら
」
と
す
る

築
瀬
　
雄
・
武
井
和
人
両
氏
の
解
釈
も
あ
る
。

r
B
　
宿
泊
地
は
興
津
。

　
宿
は
、
興
津
浜
か
ち
清
見
が
関
を
経
て
海
近
き
里
に
泊
ま
り
、
翌
日
に
窟

士
川
を
わ
た
っ
て
い
る
記
述
か
ら
、
こ
の
川
の
周
辺
に
想
定
す
る
が
、
む
し

ろ
清
見
が
関
か
ら
極
め
て
近
い
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
、
、
至
に
「
い
と
く
る
し
け
れ
ハ
う
ち
ふ
し
た
る
に
」
と
あ
る
。
興

津
浜
に
出
て
す
ぐ
に
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
同
一
地
域
と
見
ら
れ
る
清
見
が
関

を
過
ぎ
た
の
は
夕
暮
れ
で
あ
っ
た
。
泊
ま
っ
た
歌
に
「
き
よ
み
か
た
」
と
あ

る
か
ら
、
清
見
潟
の
海
近
き
里
の
宿
り
に
な
る
。
「
ま
た
、
興
津
浜
を
清
見
潟

の
手
前
と
描
写
す
る
が
、
『
東
関
紀
行
』
や
現
在
の
地
名
で
は
、
こ
の
潟
を
越

え
た
所
を
興
津
と
す
る
た
め
、
順
路
が
逆
と
の
説
が
あ
る
。
　
し
か
し
、
『
玉

葉
和
歌
集
』
第
十
五
雑
歌
中
、
宝
治
二
年
百
首
歌
の
題
「
海
眺
望
」
で
二
条

　
　
⑥

為
氏
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
線
筆
者
、

　
　
清
見
が
た
う
ち
い
で
て
み
れ
ば
い
ほ
は
ら
の
み
ほ
の
お
き
つ
は
産
し
づ

　
　
以
下
同
）

　
　
か
な
り
」

と
、
清
見
潟
か
ら
晃
て
隊
原
郡
興
津
と
美
保
を
詠
じ
て
い
る
。
鎌
倉
へ
の
行

き
帰
り
の
風
景
描
写
で
あ
る
。
生
仏
は
興
津
浜
に
出
た
と
い
う
の
も
、
三
保
・

清
見
潟
を
含
む
全
体
と
思
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
臼
、
阿
仏
は
興
津

浜
に
泊
ま
り
、
翌
日
は
富
士
川
を
渡
っ
た
。
清
見
が
関
を
越
え
た
宿
は
、
現

在
の
静
岡
県
清
水
市
興
津
で
あ
る
。

　
C
　
不
明
の
字
体
は
「
濱
潟
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
九
条
家
本
の
箇
所
挿
図
1
を
「
賓
潟
」
と
し
、
同
系
統
の
松
平
本
挿
隅
2

は
「
廣
鳥
」
と
判
読
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

1．九条家

2．松平

　
文
字
の
偏
は
、
書
写
を
繰
り
返
す
度
に
省
略
さ
れ
る
か
、
次
の
筆
癖
に
含

ま
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
。
こ
の
二
文
字
も
、
儒
が
消
え
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
海
近
き
里
の
泊
ま
り
で
「
あ
ら
い
そ
な
み
の
か
㌧
る
ね
さ
め
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は
」
と
海
の
情
景
を
詠
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
ら
「
”
γ
」
偏
を
附
け
て
み
る
と

「
濱
（
松
平
本
・
濱
）
潟
」
と
な
る
。
「
濃
」
は
「
濱
」
の
黒
字
。
「
濱
（
渡
）
」

と
「
潟
」
の
文
字
は
、
九
条
家
本
五
丁
裏
四
行
醤
「
あ
な
か
し
こ
よ
こ
浪
か

く
な
濱
千
鳥
」
と
す
る
以
外
、
松
平
本
も
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
し

て
、
「
濱
（
濱
）
潟
」
を
熟
語
と
す
る
に
は
一
般
的
で
な
い
。
む
し
ろ
、
阿

仏
自
筆
本
は
「
は
ま
か
た
」
と
あ
っ
た
が
、
書
写
の
過
程
で
、
興
津
浜
か
ら

「
濱
（
潰
）
」
、
清
見
潟
か
ら
「
潟
」
の
漢
字
に
当
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
嶺

字
が
原
因
で
写
本
の
度
に
、
不
明
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
D
　
九
条
家
本
か
ら
流
布
本
へ
の
転
写
。

　
九
条
家
本
で
「
本
マ
・
」
と
し
た
不
明
な
文
字
が
流
布
本
の
文
に
書
き
改

め
ら
れ
た
の
は
、
日
記
中
ほ
と
ん
ど
の
泊
ま
り
を
示
す
「
い
ふ
所
に
偏
（
十

三
泊
中
、
十
箇
所
）
の
文
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
「
賓
（
嵐
）
」
の
憂
　
（
欝
）
し

が
「
い
」
、
「
貝
」
が
「
ふ
」
、
「
罵
」
が
「
所
」
、
「
の
」
が
「
に
」
ぺ
改
ま
っ

た
と
推
量
す
る
。
し
か
し
、
字
形
の
み
で
証
明
を
す
る
に
は
、
九
条
家
本
・

松
平
本
と
流
布
本
の
間
に
、
一
本
か
二
本
の
写
本
の
出
現
が
必
要
で
あ
る
。

　
E
　
解
釈
。

　
旅
の
常
と
し
て
、
地
図
と
案
内
書
を
携
え
て
行
く
。
東
駅
へ
の
紀
行
文
は

古
来
、
『
伊
勢
物
語
』
を
踏
ま
え
る
。
阿
仏
の
当
時
『
海
道
記
』
と
『
東
関

紀
行
』
が
愛
読
さ
れ
て
い
た
。
武
田
孝
氏
は
『
十
六
夜
叢
記
詳
講
』
で
『
東

関
紀
行
』
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
を
、
後
述
す
る
皿
の
部
分
「
な
ま
く
さ

し
」
で
指
摘
し
、
『
東
関
紀
行
』
の
本
文
を
各
所
の
参
考
に
挙
げ
ら
れ
た
。
だ

が
、
武
田
氏
が
「
波
の
上
」
で
例
示
し
た
の
は
、
『
海
道
記
』
の
離
れ
た
・
漂

う
意
味
「
海
松
は
浪
の
上
に
根
を
離
れ
た
る
草
し
と
「
波
の
上
に
た
だ
よ
ふ

　
　
　
⑧

海
の
月
も
」
で
あ
為
。
む
し
ろ
『
業
事
紀
行
』
の
興
津
浜
「
こ
の
幽
遠
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ぬ
ほ
ど
に
興
津
と
い
ふ
浦
あ
り
。
」
の
記
述
、

　
　
海
に
向
ひ
た
る
家
に
や
ど
り
て
侍
れ
ば
、
い
そ
べ
に
よ
す
る
波
の
音
も

　
　
身
の
う
へ
に
か
」
る
や
う
に
お
ぼ
え
て
、
夜
も
す
が
ら
い
ね
ら
れ
ず
。

で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
こ
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、
「
波
の
上
」
は
「
波
の
音

も
身
の
う
へ
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
斑
の
「
夜
も
す
が
ら
風
い
と
あ
れ

て
、
な
ミ
た
Σ
枕
に
た
ち
さ
ハ
く
」
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
、
阿
仏
の
身
の
上

と
、
波
の
音
と
が
襲
い
か
か
る
よ
う
な
烈
し
さ
の
状
況
に
な
る
。

　
阿
仏
自
筆
本
「
は
ま
か
た
の
や
と
り
て
」
は
、
漢
字
を
充
て
る
と
「
浜
中
」

で
は
な
く
「
浜
方
」
で
、
『
東
関
紀
行
』
の
「
海
に
向
ひ
た
る
家
に
や
ど
り

て
」
と
同
じ
情
景
で
あ
る
。
「
左
右
に
め
も
あ
は
す
」
は
、
『
源
氏
物
語
』
須

磨
の
「
左
右
」
の
用
例
に
、
「
あ
れ
に
つ
け
、
こ
れ
に
つ
け
」
の
意
味
に
用

　
　
　
　
　
⑭

い
ら
れ
て
い
る
、
と
武
田
氏
の
言
わ
れ
る
の
に
適
う
で
あ
ろ
う
。

　
浜
方
の
泊
ま
り
の
た
め
、
あ
れ
た
波
の
音
が
身
の
上
と
重
な
り
、
泊
ま
り

の
歌
が
詠
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
海
道
記
』
が
東
海
道
鈴
鹿
越
え
で
十
六
夜
日
記
が
東
由
道
不
破
関
越
え

と
で
は
、
前
半
部
の
順
路
が
違
う
。
十
六
夜
日
記
と
同
じ
順
路
で
三
十
七
年

148 （458）



十六夜日記「波の上」試論（藤本）

前
の
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
八
月
十
β
余
に
京
か
ら
鎌
倉
へ
向
か
っ
た
紀

行
文
『
東
関
紀
行
』
を
阿
仏
は
携
え
て
、
「
波
の
上
」
を
記
述
す
る
下
敷
き
に

し
た
と
思
わ
れ
る
。
『
東
関
紀
行
』
は
、
玉
井
氏
の
解
説
に
「
文
章
の
流
暢

を
以
て
早
く
か
ら
愛
読
せ
ら
れ
た
と
見
え
、
夫
木
和
歌
抄
に
は
そ
の
歌
が
多

く
採
ら
れ
、
ま
た
源
平
盛
衰
記
・
長
門
本
平
家
物
語
・
延
慶
本
平
家
物
語
な

ど
の
文
章
に
影
響
を
与
え
て
み
る
」
と
云
い
、
読
本
系
の
延
慶
本
『
平
家
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

語
』
巻
二
「
二
十
入
、
師
長
尾
張
国
へ
被
流
心
事
」
を
例
示
す
る
。

　
次
に
、
1
か
ら
W
の
記
事
も
『
東
関
紀
行
』
を
如
何
に
下
敷
き
に
し
て
い

る
か
を
比
較
検
討
す
る
。

③
董
井
幸
助
「
十
六
夜
鍵
記
の
原
形
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
巻
第
六
号
、

　
昭
和
五
年
六
月
刊
）
五
～
六
頁
。

②
　
玉
井
幸
助
校
訂
『
十
六
夜
日
記
』
（
昭
和
九
年
三
月
刊
、
岩
波
書
店
）
二
八
頁
。

③
　
玉
井
幸
助
『
十
六
夜
目
記
評
解
』
（
昭
和
二
十
穴
年
十
二
月
刊
、
有
精
堂
）

　
＝
三
こ
口

④
　
岩
佐
美
代
子
、
一
注
②
。

⑤
　
簗
瀬
～
雄
・
武
井
漁
人
『
十
六
夜
日
記
・
夜
の
鶴
注
釈
』
（
昭
和
六
十
一
年

　
八
月
刊
、
和
泉
書
院
）
　
一
五
八
頁
。

⑥
こ
の
歌
は
、
『
新
樹
撰
稀
歌
集
騒
第
八
二
三
に
も
入
首
す
る
。
『
和
名
類
聚

　
抄
』
、
『
正
徹
物
語
』
下
九
一
参
照
。

⑦
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
『
十
六
夜
記
』
沼
目
十
三
丁
裏
（
架
暑
・
松
一

　
一
六
－
三
〇
）
該
当
部
分
を
掲
載
し
た
（
島
原
帯
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年
穴

　
月
十
八
日
附
翻
刻
許
可
書
第
三
号
）
。
松
平
本
の
書
誌
は
、
江
口
正
弘
「
松
平
文

　
山
庫
本
『
十
六
夜
日
詑
』
に
つ
い
て
」
（
『
能
描
本
学
園
三
十
周
年
記
念
論
文
集
　
能
禍

　
本
商
大
論
集
第
三
九
暑
・
熊
本
短
大
論
集
第
四
七
号
合
併
号
』
昭
和
四
十
八
年

　
八
鍔
刊
、
熊
本
商
科
大
学
）
参
照
。

⑧
武
田
孝
『
十
六
夜
日
記
詳
講
臨
（
昭
和
穴
十
年
九
月
刊
、
明
治
書
院
）
二
九

　
八
頁
。

⑨
江
口
正
弘
監
修
『
東
関
紀
行
本
文
及
び
総
索
引
』
（
昭
和
五
十
二
年
十
月

　
刊
、
笠
間
書
院
）
を
、
以
下
の
引
田
川
文
に
用
い
た
。

⑩
　
同
注
⑧
、
二
九
四
頁
。

⑪
　
玉
井
幸
助
校
訂
『
東
関
紀
行
』
（
日
本
古
典
全
書
、
昭
和
二
十
六
年
夏
月
刊
、

　
朝
日
新
聞
社
）
一
五
一
頁
。

三
　
二
十
六
日
条
と
『
東
関
紀
行
』
の
比
較

　
1
「
ひ
る
た
ち
入
り
た
る
所
に
…
す
」
り
も
み
ゆ
れ
は
、
枕
の
さ
う

し
に
、
ふ
し
な
か
ら
か
き
つ
く
」
。

　
休
患
の
家
に
硯
が
あ
っ
た
か
ら
と
は
い
え
、
阿
仏
が
気
分
を
悪
く
伏
し
て

い
る
状
態
で
、
障
子
に
歌
を
書
く
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
東

関
紀
行
』
は
、
清
見
が
関
を
越
え
た
宿
に
、

　
　
神
原
と
い
ふ
宿
の
ま
へ
を
う
ち
と
を
る
ほ
ど
に
、
を
く
れ
た
る
者
ま
ち

つ
け
ん
と
て
あ
る
家
に
立
入
た
る
に
、
障
子
に
物
を
か
き
た
る
を
み
れ

鶴
、
旅
衣
す
そ
の
の
庵
の
さ
む
し
ろ
に
つ
も
る
も
し
る
き
ふ
し
の
し
ら

雪
と
い
ふ
歌
な
り
。
心
あ
り
け
る
た
び
人
の
し
わ
ざ
に
や
あ
る
ら
ん
、

昔
香
炉
峯
の
麓
に
庵
を
し
む
る
隠
士
あ
り
、
冬
の
朝
簾
を
あ
げ
て
峯
の

雲
を
驚
け
り
。
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と
「
心
あ
り
け
る
た
び
人
の
し
わ
ざ
』
と
す
る
。
阿
仏
も
書
く
感
興
が
涌
い

た
こ
と
と
、
訴
訟
の
気
持
ち
を
こ
の
日
に
書
き
込
も
う
と
す
る
導
入
部
に
な

る
。
『
東
関
紀
行
』
菊
川
宿
に
も
、

　
　
承
久
三
年
の
秋
の
比
、
中
御
門
中
納
言
宗
行
と
聞
え
し
人
の
罪
あ
り
て

　
　
東
へ
く
だ
ら
れ
け
る
に
此
宿
に
と
ま
り
け
る
が
、
昔
は
南
陽
県
の
菊
水

　
　
下
流
を
汲
で
齢
を
の
ぶ
、
今
は
東
海
道
の
菊
川
西
岸
に
宿
し
て
命
を
う

　
　
し
な
ふ
と
、
あ
る
家
の
柱
に
か
Σ
れ
た
り
け
り
と
聞
を
き
た
れ
ば
、

と
、
承
久
の
乱
の
罪
で
藤
原
宗
行
が
鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
る
途
中
、
こ
の
宿
で

斬
ら
れ
る
時
に
、
柱
に
書
き
附
け
た
佳
句
が
口
遊
に
な
っ
た
話
を
書
き
留
め

て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
幕
府
の
編
纂
史
書
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
（
＝
一
二

一
）
七
月
十
三
・
十
四
日
条
に
も
宗
行
逸
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に

休
息
の
宿
に
書
く
の
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
旅
人
へ
訴
え
る
手
段
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
う
阿
仏
は
日
記
に
書
き
、
そ
れ
を
人
々
に
読
ん
で
も
ち
い
自
分
ぺ
の

「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」
を
晴
ら
す
こ
と
へ
と
気
持
ち
を
繋
げ
て
い
く
。

　
』
「
清
見
か
た
年
ふ
る
岩
に
事
と
は
ん
な
み
の
ぬ
れ
き
ぬ
い
く
か
さ
ね
き

つ
」
。

　
清
見
が
関
は
、
関
と
浜
が
近
く
岩
の
多
い
所
で
、
波
の
関
と
も
呼
ば
れ
た
。

訴
訟
で
二
条
為
氏
か
ら
の
調
れ
も
な
い
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」
に
対
し
て
、
阿
仏
は

詠
じ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
関
は
『
東
関
紀
行
』
に
、

清
見
が
関
も
舞
う
く
て
し
ば
し
や
す
ら
へ
ば
、
沖
の
石
村
々
塩
干
に
あ

ら
わ
れ
て
波
に
咽
び
、
磯
の
塩
麗
と
こ
ろ
み
、
風
に
さ
そ
は
れ
て
煙
た

な
び
け
り
。
東
路
の
お
も
ひ
出
と
も
な
り
ぬ
べ
き
わ
た
り
也
。
む
か
し

朱
雀
天
皇
の
御
薗
、
流
量
と
云
も
の
東
に
て
謀
反
お
こ
し
た
り
け
り
。

　
　
是
を
た
ひ
ら
げ
ん
た
め
に
民
部
卿
忠
文
を
つ
か
は
し
け
る
、
此
関
に
い

　
　
た
り
て
と
ど
ま
り
け
る
が
、
根
原
滋
藤
と
い
ふ
者
、
民
部
卿
に
と
も
な

　
　
ひ
て
軍
監
と
云
つ
か
さ
に
て
行
け
る
が
、
漁
船
の
火
の
か
げ
は
寒
く
し

　
　
て
波
を
焼
、
駅
路
の
鈴
の
声
は
よ
る
由
を
す
ぐ
と
云
唐
の
歌
を
詠
じ
け

　
　
れ
ば
、
民
部
卿
泪
を
な
が
し
け
る
と
聞
に
も
あ
は
れ
な
り
。

と
、
藤
原
忠
文
逸
話
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
、
将
門
の
乱
鎮
圧

の
命
を
う
け
た
忠
文
が
征
夷
大
将
軍
ど
し
て
こ
の
関
ま
で
進
軍
し
た
が
、
先

に
藤
原
秀
郷
・
平
貞
盛
等
に
よ
り
乱
が
平
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
関
か
ら
都

へ
帰
還
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
朝
廷
で
は
、
忠
文
の
勲
功
に
対
し
て
恩
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
与
え
る
か
否
か
の
議
論
が
起
こ
り
、
結
局
与
え
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③
　
　
　
　
④

る
。
中
世
説
話
集
の
『
江
談
抄
』
『
古
事
談
』
『
回
訓
抄
』
に
収
録
す
る
。

　
忠
文
逸
話
と
訴
訟
が
重
な
る
事
例
が
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
六
月
五

日
に
北
条
時
頼
が
三
浦
泰
村
及
び
其
の
族
党
を
奇
襲
し
て
滅
亡
さ
せ
た
宝
治

合
戦
に
み
え
る
。
そ
れ
は
、
次
に
引
く
『
吾
妻
鏡
』
同
年
九
月
十
一
日
条
に

収
録
す
る
合
戦
の
恩
賞
訴
訟
で
あ
る
。

　
　
筑
後
左
衛
門
次
郎
知
定
捧
和
字
款
状
。
是
愁
漏
合
戦
之
事
也
。
先
考
載
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累
家
勲
功
之
上
。
勘
例
云
。
朱
雀
院
御
宇
承
平
二
年
己
亥
。
平
将
門
於

　
　
東
国
反
逆
之
間
。
同
三
年
正
月
十
八
日
。
参
議
右
衛
門
督
藤
原
忠
文
蒙

　
　
征
夷
大
将
軍
　
宣
冨
。
賜
節
刀
下
向
関
東
。
而
未
到
以
前
。
同
二
月
廿

　
　
四
日
。
為
藤
原
秀
郷
。
将
門
被
諌
之
間
。
忠
文
自
途
中
帰
洛
。
三
月
九

　
　
日
。
秀
郷
。
貞
盛
等
被
行
賞
之
処
。
忠
文
同
可
蒙
其
賞
之
由
就
申
之
。

　
　
有
陣
定
。
内
一
座
小
野
宮
殿
被
申
云
。
賞
疑
不
行
云
々
。
次
九
条
殿
被
申
「

　
　
云
。
下
着
以
前
逆
徒
難
令
滅
亡
。
随
勅
定
之
功
。
何
被
棄
摘
乎
。
刑
疑

　
　
不
行
。
賞
疑
聴
云
々
。
然
蒲
就
先
意
見
。
無
其
沙
汰
。
忠
文
喜
恩
言
。

　
　
進
置
家
領
券
契
状
於
九
条
殿
詑
。
至
卒
逝
之
期
。
奉
怨
小
野
宮
殿
云
々

　
　
者
。
左
親
衛
数
辺
披
覧
之
。
知
計
帰
馬
獲
麟
一
句
。
何
無
其
沙
汰
哉
。

　
　
仰
勲
功
奉
行
人
等
。
究
淵
源
豊
後
。
可
披
露
評
定
次
之
由
。
直
令
示
付

　
　
諏
方
兵
衛
入
道
給
云
々
。

　
こ
の
記
事
は
、
八
田
知
定
が
奮
戦
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
泰
村
の
縁
老
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
っ
た
た
め
、
内
通
し
た
嫌
疑
を
…
掛
け
ら
れ
、
恩
賞
に
預
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
知
定
は
和
字
の
款
状
（
勘
例
含
む
）
を
幕
府
へ
提
出
し
た
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

款
状
は
、
申
状
・
申
文
と
同
じ
申
請
訴
願
文
で
あ
る
。
訴
状
に
副
え
た
先
例

等
を
示
す
勘
例
に
忠
文
逸
話
を
引
き
、
和
文
体
の
訴
訟
文
書
が
幕
府
の
評
定

で
論
議
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
阿
仏
の
夫
為
家
は
宝
治
合
戦
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
『
尊
卑

分
脈
』
よ
り
為
家
関
係
略
系
図
を
一
が
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
治
被
諌
了

　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
綱
一
時
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
宇
都
宮
小
田
橋
被
完
了

　
　
　
　
　
　
　
　
－
頼
業

　
　
　
　
　
　
　
　
…
登
霞

宇
津
古
、
頼
綱
－
［
嬬
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
為
氏
（
二
条
家
）

　
　
　
　
　
定
家
－
為
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
為
相
（
冷
泉
家
）

　
　
　
　
　
　
安
嘉
門
二
四
条
（
雪
仏
）

為
家
の
蜜
が
宇
都
宮
発
源
女
で
、
義
兄
弟
の
蒋
綱
と
子
息
旭
村
が
共
に
三
浦

方
に
付
き
、
訣
せ
ら
れ
た
。
知
定
訴
訟
の
結
果
は
、
『
吾
妻
鏡
』
同
年
十
一

月
十
一
日
条
に
、

　
　
筑
後
左
衛
門
次
郎
知
定
浴
恩
沢
。
去
六
月
五
甘
勲
功
賞
也
。
止
血
有
疑

　
　
胎
。
暫
被
閣
之
処
。
頻
愁
申
之
間
。
被
究
其
沙
汰
。
而
武
藤
左
衛
門
尉

　
　
景
頼
為
証
人
進
起
請
文
偲
。
知
定
於
須
知
替
橋
致
合
戦
。
討
捕
岩
崎
兵

　
　
衛
尉
事
無
異
儀
者
。
就
之
及
石
門
云
々
。
今
度
勲
功
間
珍
事
是
也
。
有

　
　
都
鄙
口
遊
云
々
。

と
、
武
藤
景
頼
の
証
人
起
請
文
に
よ
り
訴
え
が
認
め
ら
れ
、
恩
賞
を
得
た
と

あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
件
は
口
遊
と
な
っ
て
全
国
へ
広
が
っ
た
。
宝
治
合
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戦
に
お
け
る
留
置
訴
訟
と
忠
文
逸
話
を
為
家
か
ら
教
え
ら
れ
た
か
は
と
も
か

く
、
阿
世
は
知
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。

　
特
に
、
『
東
関
紀
行
』
を
参
照
す
る
阿
仏
の
重
大
な
関
心
事
は
、
忠
文
逸

話
か
ら
思
い
起
こ
さ
れ
る
知
定
訴
訟
で
あ
ろ
う
。
文
書
主
義
の
裁
判
で
、
忠

文
逸
話
を
勘
例
に
用
い
る
場
合
は
、
口
遊
的
な
口
承
で
は
な
く
、
典
拠
が
示

せ
る
典
籍
の
形
態
を
持
つ
『
古
事
談
』
『
十
訓
抄
』
等
の
説
話
集
や
編
纂
書

か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
阿
仏
は
、
後
鳥
羽
上
皇
が
百
首
和
歌
を
召
さ
れ
る

に
当
た
り
、
定
家
等
を
除
か
れ
た
こ
と
で
藤
原
俊
成
が
上
皇
へ
子
息
定
家
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
加
え
る
よ
う
に
直
訴
し
た
『
正
治
二
年
和
字
奏
状
』
を
も
思
い
起
こ
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
。

　
「
十
六
夜
日
記
は
訴
訟
文
書
で
あ
る
」
と
の
検
証
は
煙
弾
に
護
る
が
、
重

要
文
化
財
『
為
家
譲
状
』
や
九
条
家
本
に
記
す
『
為
家
置
文
』
と
共
に
『
道

の
記
』
を
、
阿
仏
は
幕
府
方
へ
縫
塾
し
た
。

　
阿
仏
の
当
時
、
幕
府
へ
の
訴
訟
先
は
「
重
要
政
務
決
定
の
中
枢
機
関
が
評

定
衆
会
議
よ
り
、
北
条
氏
の
宗
家
所
謂
得
宗
私
邸
の
寄
合
に
移
る
に
及
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

幕
府
政
治
は
得
宗
一
家
の
欄
人
政
治
家
と
化
す
る
」
と
佐
藤
進
一
氏
が
説
か

れ
た
よ
う
に
、
北
条
氏
御
内
の
寄
合
に
出
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

皿
「
夜
の
宿
な
ま
く
さ
し
と
い
ひ
け
る
人
の
こ
と
は
」
。

こ
の
部
分
が
、
白
楽
天
『
白
氏
文
集
』
三
、
「
縛
黒
人
」

か
ら
取
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
諸
注
釈
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
武
田
氏
は
著
書
で

『
東
関
紀
行
』
の
「
車
返
し
と
い
う
里
あ
り
。
…
か
の
縛
迎
人
の
夜
半

の
旅
寝
」
を
引
用
し
て
、

　
　
「
ぬ
れ
衣
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
、
無
実
の
罪
に
は
結
び
つ
け
な

　
　
い
解
釈
に
従
っ
て
お
い
た
が
、
少
な
く
と
も
、
誤
解
さ
れ
て
捕
わ
れ
の

　
　
身
と
な
り
、
遠
く
に
流
さ
れ
て
行
く
罫
書
人
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て

　
　
い
る
阿
亀
に
は
、
同
じ
「
縛
戒
人
」
の
詩
の
、
前
記
の
「
朝
喰
飢
渇
費

　
　
杯
盤
、
中
宿
壁
上
汚
妹
席
」
の
句
の
す
ぐ
前
に
「
扶
病
徒
行
日
一
駅
」

　
　
（
病
ヲ
扶
ケ
テ
平
行
ス
日
二
｝
駅
）
と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
も
、
知
っ

　
　
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
苦
し
く
て
う
ち
臥
し
た
そ
の

　
　
日
の
彼
女
の
状
態
や
心
情
と
、
ま
さ
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
阿
字

　
　
は
、
白
居
易
の
「
縛
戎
人
し
の
全
詩
を
知
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
自

　
　
分
の
日
記
よ
り
も
四
十
年
ほ
ど
前
に
書
か
れ
た
『
東
関
紀
行
』
の
文
章

　
　
が
そ
の
詩
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
た
の
に
気
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
ま
ず

　
　
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
⑨

と
論
述
す
る
。
し
か
し
、
問
氏
は
単
に
阿
仏
が
縛
網
人
を
思
い
浮
か
べ
て
い

る
だ
け
で
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」
へ
直
接
結
び
つ
け
な
い
の
は
、
訴
訟
を
主
題
と
す

る
十
六
夜
日
記
の
立
場
か
ら
す
る
と
矛
盾
す
る
。
む
し
ろ
、
阿
仏
は
『
東

関
紀
行
』
を
も
と
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
わ
が
身
を
強
調
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
外
に
興
津
の
前
後
の
『
東
関
紀
行
』
に
は
、
忠
文
逸
話
「
唐
の
歌
を
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十六夜日記「波の上」試論（藤本）

詠
じ
け
れ
ば
」
、
次
ぎ
の
神
原
宿
で
『
枕
草
子
』
で
有
名
な
「
昔
香
炉
峯
の

麓
に
庵
を
し
む
る
隠
士
あ
り
」
と
白
楽
芙
の
詩
文
を
引
用
す
る
。
阿
仏
も

『
東
関
紀
行
』
に
倣
っ
て
、
『
白
氏
文
集
』
の
「
縛
一
人
」
を
引
い
た
の
で

あ
る
。

　
W
「
ふ
し
の
山
を
見
れ
ハ
け
ふ
り
た
Σ
す
」
。

　
『
東
築
紀
行
』
に
「
影
ひ
た
す
沼
の
入
り
え
に
ふ
し
の
ね
の
煙
の
雲
も
浮

嶋
か
は
ら
」
の
歌
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
蜜
士
の
煙
に
つ
い
て
は
「
古
今
の

序
の
こ
と
葉
と
て
お
も
ひ
出
ら
れ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
古
今
和
歌
集
』

仮
名
序
「
い
ま
は
ふ
じ
の
山
も
煙
た
」
ず
な
り
」
の
解
釈
を
、
中
批
に
お
い

て
冷
泉
流
の
「
不
立
」
か
二
条
流
の
「
不
断
」
を
用
い
る
か
が
争
わ
れ
て
き

た
が
、
こ
の
記
述
は
そ
の
初
見
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
阿
仏
は
二
条
為
氏

の
「
不
断
」
よ
り
も
、
『
東
関
紀
行
』
や
阿
仏
の
『
う
た
た
ね
の
記
』
の
当

時
に
煙
が
立
っ
て
い
た
が
今
は
「
立
ず
」
と
、
為
家
か
ら
伝
授
さ
れ
た
「
不

立
」
を
確
認
し
た
点
で
あ
る
。
訴
訟
に
提
出
し
た
為
家
譲
状
に
は
絹
伝
歌
書

も
含
ま
れ
て
い
て
、
阿
仏
は
為
家
か
ら
授
け
ら
れ
た
基
俊
以
来
の
解
釈
（
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

今
伝
授
）
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
為
家
遺
言
の
正
し
さ
を
証
明
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
為
家
の
次
男
鮮
碧
は
、
著
書
『
和
歌

　
　
⑪

口
伝
抄
』
（
十
）
で
阿
仏
を
糾
弾
す
る
例
の
一
つ
と
し
て
、

　
　
い
ま
は
ふ
じ
の
や
ま
も
け
ぶ
り
た
玉
ず
、
な
が
ら
の
橋
も
つ
く
る
な
り

と
、

と
ぎ
く
人
は
、
う
た
に
の
み
で
こ
N
ろ
を
な
ぐ
さ
め
け
る
。

　
　
異
説
あ
り
と
も
聞
侍
ら
ざ
る
に
、
阿
房
あ
づ
ま
へ
く
だ
り
侍
り
け

　
　
る
道
に
て
、
富
士
の
け
ぶ
り
た
Σ
ず
と
よ
み
て
侍
り
き
。
か
の
な

　
　
が
れ
を
う
け
た
る
と
も
が
ら
、
い
ま
は
た
」
ず
と
執
せ
る
に
や
。

　
　
三
島
歌
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
為
相
朝
臣

蒸
し
ら
ぬ
ふ
じ
の
煙
も
は
る
Σ
よ
の
月
の
た
め
と
や
た
」
ず
な
る
ら
ん

　
　
是
は
ま
の
あ
た
り
訓
説
を
う
け
ず
つ
た
へ
き
」
て
よ
め
る
也
。

こ
の
満
票
を
引
用
し
、
源
承
が
阿
仏
・
為
相
親
子
を
非
難
す
る
。

　
以
上
検
討
し
て
き
た
が
、
穿
ち
過
ぎ
と
雷
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、
十
六
夜
日
記
が
『
東
関
紀
行
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
日
の
状
況
と
十
六
夜
日
記
の
成
立
に
求
め
ら
れ
る
。

　
二
十
六
日
条
は
、
旅
の
記
述
中
一
番
多
い
分
量
で
あ
る
。
旅
の
半
ば
も
過

ぎ
、
富
士
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
安
堵
と
、
疲
れ
の
た
め
か
附
仏
が
昼

間
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
清
見
が
関
跡
を
経
て
宿
っ
た
。
昼
間
、

休
息
し
た
余
裕
も
あ
り
、
　
こ
の
関
で
の
忠
文
逸
話
に
触
発
さ
れ
、
携
え
た

『
東
園
紀
行
』
の
紀
行
文
を
も
と
に
阿
仏
が
訴
訟
へ
の
気
持
ち
を
込
め
て
執

筆
し
た
、
と
結
論
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ま
た
、
阿
仏
が
署
長
か
ら
『
道
の
記
』
を
訴
訟
関
連
の
文
書
と
考
え
、
幕
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高
閣
へ
訴
え
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、

い
た
『
東
関
紀
行
』
を
下
敷
き
に
し
た
の
で
あ
る
。

武
象
に
愛
読
さ
れ
て

①
　
拙
稿
「
近
衛
家
領
山
城
周
農
家
殿
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
地
理
学
会
会
報
臨
第

　
八
二
号
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
刊
）
で
、
忠
文
は
恩
賞
を
与
え
る
こ
と
を
主
張

　
し
た
九
条
師
輔
へ
家
領
を
寄
進
し
、
後
世
そ
の
所
領
の
一
部
「
富
家
」
に
摂
鍋

　
藤
原
忠
実
が
胴
荘
を
営
み
、
忠
実
の
別
称
に
な
っ
た
こ
と
を
考
証
し
て
、
藤
原

　
忠
文
逸
話
の
正
し
さ
論
証
し
た
。

②
　
『
江
談
抄
傭
第
四
。

③
『
古
事
談
駈
第
四
、
勇
士
、
忠
文
鋤
賞
汰
舛
忠
文
怨
実
頗
事
。

④
　
　
『
十
訓
抄
』
第
十
、
可
庶
幾
才
能
事
、
　
清
原
滋
下
五
詩
落
忌
、
柵
原
忠
文
漏
勧
賞

　
時
二
二
輔
　
詞
寄
霧
家
領
券
契
嬢
。

⑤
　
　
『
五
周
要
鰭
置
宝
払
鯉
兀
年
｛
ハ
月
十
二
日
条
。

⑥
　
佐
藤
進
一
『
震
文
書
学
入
門
』
（
昭
和
四
十
六
年
刊
、
法
政
大
学
出
版
局
）

　
一
九
穴
頁
。

⑦
　
　
『
群
書
類
従
拙
（
和
歌
部
一
四
八
、
巻
第
二
九
三
）
第
十
六
輯
所
収
。

⑧
佐
藤
進
一
『
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
陳
（
昭
和
十
入
年
四
月
刊
、
畝
傍

　
叢
書
）
七
七
頁
。

⑨
武
田
孝
、
二
目
⑧
二
八
五
頁
。

⑩
　
『
延
慶
両
卿
訴
陳
状
』
。
『
冷
泉
家
古
文
書
』
一
四
九
号
文
書
。
比
留
間
喬
介

　
校
識
蝿
十
・
六
夜
門
口
釦
四
』
（
新
一
西
国
山
又
巌
ず
叢
血
壷
、
　
昭
｝
和
二
十
六
年
五
月
μ
刊
、
　
大
日

　
本
雄
弁
会
講
談
社
）
補
説
二
、
一
一
五
三
頁
。
福
田
秀
一
『
二
世
和
歌
史
の
研
究
』

　
（
再
版
、
昭
和
五
十
年
八
月
刊
。
角
川
書
店
）
六
一
七
～
八
頁
。
二
条
・
冷
泉

　
流
の
重
要
な
解
釈
の
相
違
点
と
し
て
、
片
桐
洋
一
『
中
世
宵
今
集
注
釈
書
解
題
』

　
一
～
五
（
昭
和
四
十
六
年
十
月
～
六
十
一
年
一
月
刊
、
赤
尾
照
文
堂
）
で
詳
細

　
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑪
．
　
『
碍
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
（
無
銘
三
十
｝
年
一
月
刊
、
風
間
轡
房
）
。

⑫
　
玉
井
幸
助
氏
は
九
条
家
本
が
十
六
夜
日
記
の
原
型
を
示
す
論
拠
の
一
つ
と
し

　
て
、
為
根
の
弟
子
藤
原
長
清
幽
『
矢
木
和
歌
抄
隠
に
十
穴
夜
日
記
中
の
『
路
次

　
之
記
』
の
歌
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
『
道
の
記
』
が
単
独
し
て
い
た
証

　
拠
の
一
つ
と
し
た
（
二
注
①
「
五
　
夫
木
抄
と
十
六
夜
B
記
」
八
～
九
頁
）
。
『
瀦

　
歌
ロ
低
抄
齢
で
も
「
陣
笠
あ
づ
ま
へ
く
だ
り
侍
り
け
る
道
」
と
『
道
の
記
』
を

　
引
用
す
る
が
、
『
東
臼
記
』
に
載
せ
る
「
け
む
り
た
つ
」
の
為
守
の
歌
を
取
り

　
上
げ
な
か
っ
た
の
は
、
『
道
の
記
』
の
単
独
流
布
を
窺
わ
せ
る
。

四
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
九
条
家
本
「
波
の
上
と
□
臼
扁
が
「
は
ま
か
た
」
を
漢
字
に
邊
て
た
「
濱

潟
」
で
あ
る
と
解
読
で
き
た
の
は
、
こ
の
写
本
が
原
本
に
近
い
こ
と
を
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
い
る
。
さ
ら
に
九
条
家
本
奥
書
は
、

　
　
以
大
納
言
持
為
卿
家
本
書
写
校
合
了

と
あ
り
、
十
穴
夜
日
記
諸
本
中
、
最
古
の
写
本
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。

　
持
為
は
、
応
永
二
十
四
年
・
（
一
四
一
七
）
に
父
為
券
か
ら
細
川
庄
を
譲
ら

れ
て
、
分
家
し
た
冷
泉
家
（
区
別
す
る
た
め
上
下
を
付
け
、
下
冷
泉
家
と
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

称
す
る
）
の
初
代
で
あ
る
。
分
家
の
際
、
『
寝
仏
尼
像
』
一
幅
と
細
川
荘
園

文
書
が
譲
与
さ
れ
た
内
に
『
道
の
記
』
『
為
家
置
文
和
歌
』
『
東
日
記
』
『
長

歌
』
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
戦
国
時
代
以
降
に
荘
園
制
の
衰
退
と
共
に
、
訴

訟
文
書
の
性
格
も
薄
れ
、
紀
行
文
学
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
が
、
流

　
　
　
　
　
　
　
③

布
本
十
六
夜
臼
記
で
あ
る
。

　
筆
者
は
史
学
の
立
場
か
ら
、
古
典
籍
を
古
文
書
と
君
多
し
て
形
態
・
奥
書
・
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伝
下
等
の
検
証
に
よ
り
、
諒
し
い
文
化
史
が
拓
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
い
、
そ
の
典
型
と
し
て
冷
泉
家
の
歴
史
を
勉
強
す
る
過
程
で
、
十
六
夜
濤

記
を
訴
訟
文
書
に
副
え
た
文
書
（
具
書
）
の
一
つ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
古
文
書
学
の
視
点
か
ら
、
世
家
の
起
こ
し
た
訴
訟
の
根
本
原
因
は
、

父
為
家
か
ら
荘
園
を
譲
ら
れ
て
い
た
為
氏
が
権
利
放
棄
書
で
あ
る
『
避
状
』

　
　
　
　
　
④

を
、
越
部
下
庄
に
つ
い
て
は
提
出
し
た
が
、
親
の
命
に
抗
し
て
細
川
庄
は
書

か
ず
権
利
留
保
を
し
た
親
不
孝
に
よ
る
。
特
に
、
十
六
夜
日
記
・
十
月
二
十

六
同
条
は
、
『
東
関
紀
行
』
に
記
さ
れ
た
藤
壷
忠
文
逸
話
に
触
発
さ
れ
、
訴

訟
で
阿
仏
へ
の
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」
を
晴
ら
し
勝
利
す
る
目
的
で
叙
述
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

阿
仏
は
、
『
藤
原
為
家
譲
状
』
ほ
か
に
、
『
道
の
記
』
『
為
家
置
文
案
（
和
歌
）
』

　
　
⑦
『
長
歌
』
を
幕
府
方
へ
訴
訟
文
書
と
し
て
提
出
し
た
。

　
こ
れ
を
論
じ
る
に
は
、
　
『
冷
泉
家
古
文
書
』
と
十
穴
夜
日
誰
の
分
析
、
鎌

倉
幕
府
の
具
体
的
な
訴
訟
方
法
の
研
究
。
さ
ら
に
、
下
冷
泉
家
の
成
立
と
十

六
夜
日
記
の
伝
領
関
係
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
別
稿
で
言
及
す
る
予
定

で
あ
る
。

①
　
九
条
家
本
は
、
薄
手
の
透
明
感
の
あ
る
宮
い
臼
玉
で
江
戸
聴
代
初
期
の
料
紙

　
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
、
奥
書
は
書
写
奥
書
で
は
な
く
、
本
奥
書
と
な
る
。

②
　
下
冷
三
家
旧
蔵
。
『
絵
巻
と
肖
像
画
』
（
日
本
美
術
全
集
第
一
〇
巻
、
昭
和
五

　
十
四
年
九
刃
刊
、
学
翌
研
究
社
）
第
八
二
図
に
原
色
版
を
掲
載
す
る
。

③
岩
佐
美
代
子
氏
は
、
流
布
本
の
成
立
を
「
室
町
末
期
に
、
男
性
、
そ
れ
も
宮

　
軍
人
と
い
う
よ
り
は
、
紀
行
に
興
味
を
持
つ
連
歌
師
の
よ
う
な
人
物
が
関
与
し

　
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
」
（
一
望
②
、
四
三
買
）
と
す

　
る
。
点
越
し
た
説
で
、
首
肯
さ
れ
る
。

④
　
藤
谷
家
暇
蔵
。
文
永
六
年
十
一
月
十
八
日
附
『
為
既
避
状
』
一
幅
、
重
要
文

　
化
財
、
東
京
国
立
博
物
館
保
管
。

⑤
　
…
巻
。
冷
泉
為
人
氏
蔵
、
重
要
文
化
財
指
定
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
（
朝
日

　
薪
聞
社
刊
）
第
五
十
一
巻
『
冷
泉
家
古
文
書
』
中
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
九
条
家
本
の
み
に
あ
る
「
為
家
置
文
和
歌
」
と
岡
じ
二
首
の
歌
が
「
文
永
十

　
年
七
月
十
三
碍
附
藤
原
為
家
書
状
案
」
（
『
冷
泉
家
古
文
書
』
一
三
七
愚
、
同
右

　
注
）
の
宛
名
為
氏
の
次
に
書
か
れ
、
置
文
が
こ
の
霞
勘
案
で
あ
る
こ
と
が
判
明

　
す
る
。
書
状
の
正
文
は
為
氏
の
二
条
家
へ
伝
え
ら
れ
た
が
、
為
家
譲
状
を
重
氏

　
に
納
得
さ
せ
る
内
容
の
た
め
、
為
家
は
証
拠
に
手
控
え
（
案
文
）
を
陣
仏
へ
譲

　
渡
し
た
。
阿
仏
は
訴
訟
に
巌
た
り
『
為
家
毎
日
歌
申
陶
か
ら
為
氏
の
親
不
孝
を

　
詠
じ
た
歌
を
撰
び
、
書
ぎ
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
九
条
家
本
で
『
道
の
記
臨

　
の
次
に
附
け
加
え
て
た
形
態
は
、
置
文
（
案
文
）
と
共
に
『
道
の
記
』
も
訴
訟

　
へ
提
出
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
、
遣
文
を
下
冷
三
家
へ
渡
さ
れ
な

　
か
っ
た
の
は
、
細
川
庄
以
外
の
荘
園
も
書
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
証
拠
と
し
て

　
文
書
名
と
和
歌
だ
け
が
抜
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑦
　
越
部
禅
尼
の
所
領
越
部
上
庄
が
地
頭
の
違
乱
に
あ
っ
た
蒔
、
禅
尼
が
北
条
泰

　
暗
へ
歌
で
嘆
願
し
て
止
め
た
先
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
禅
尼
の
荘
園
は
、

　
俊
成
が
越
部
庄
を
三
条
（
上
庄
）
・
成
家
（
中
庄
）
・
定
家
（
下
庄
）
へ
三
分
割

　
し
た
内
、
母
三
条
か
ら
譲
ら
れ
た
領
地
で
あ
る
。
禅
尼
の
上
庄
と
定
家
の
下
庄

　
と
を
岡
じ
上
都
庄
に
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
分
け
ら
れ
た
後
は
、
全
く
違
う
荘

　
園
で
あ
る
。
下
庄
は
、
冷
泉
家
へ
伝
領
さ
れ
、
根
本
荘
園
と
成
っ
た
。
佐
藤
恒

　
雄
「
御
子
左
家
領
越
部
庄
の
三
分
と
そ
の
行
方
」
（
『
中
世
文
学
研
究
』
第
十
暑
、

　
昭
湘
五
十
九
年
八
月
刊
）
。

　
　
　
　
（
京
都
文
化
博
物
館
識
任
学
芸
員
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
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